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̍ɽ4%(Tͷ޿͕Γͱ&4%ͷ໾ׂ
ɹ2016年のSDGsのスタートから⚒年がܦաし、日本ࣾ会
の中で΋SDGsと͍うݴ༿を目にすることが増͖͑ͯたɻ
多くのا業で環境対策のキーワードとしͯ࢖ΘΕ、ͦΕͧ
Εの本業のܭ画に΋औり上͛らΕるようにな͖͍ͬͯͯ
るɻ
ɹ「国連ESDの10年」͸2005年から2014年ɻ2014年に͸日
本でੈք会議΋催͞Ε、ͦの総ׅがな͞Εたɻͦの後、国
͸ESD׆ಈ支援センターを設立ɻ東京のશ国センターと、
શ国をブロックにΘけた地ํセンターによͬͯ、ESDの地
域展開を広͍͛ͯくܭ画が進ΊらΕるɻ地ํセンター͸、
当֘地域での׆ಈ拠点΍団ମを支援し͍ͯくと͍うߏ଄で
͋る（ESD׆ಈ支援センター2018）ɻ
ɹ2014年当࣌、日本でのESDのࣾ会的なೝࣝ͸ͦΕ΄Ͳ高
͍΋ので͸なかͬたɻੈ ք会議につ͍ͯの報道΋ݶఆ的で、
׆ಈ者΍教育関܎Ҏ外で͸ESDのݴ༿のҙຯすら௨͡な
͍と͍ͬͯ΋աݴで͸なかͬたɻ「サステイナブル」と͍
うݴ༿がࣾ会的に΋ೝࣝ͞Εづらかͬたとݴ͑ようɻ
ɹͦの後Θͣか⚓年΄Ͳで、SDGsのݴ༿΍アイコンがࣾ
会にීٴし͍ͯるの͸ڻҟ的で͋り、࣌代的に「ࣾ会の持
続可能性」のඞཁ性がਁಁし͍ͯることをࣔし͍ͯるɻし
かしながら、本࣭的なサステイナビリティをཧղし、アク
シϣンにつながり、ͦΕがܧ続͞Ε͍ͯくと͍うレϕルに
͸まͩࢸ͍ͬͯな͍と見る΂͖で͋り、今後Ͳのような展
開がな͞Εるか、ͦの間に͍かなる人づくりがなͤるかが
ۃΊͯॏཁで͋るɻ
ɹESD͸ͦの人づくりを担う΋のとしͯ、ࣾ会的なೝࣝを
ݻΊ、ͦの໾ׂを果たし͍ͯくඞཁが͋るɻ
̎ɽ("1ͷࣔ ΋͢ͷͱ೔ຊʹ͓ Δ͚๏తࠜڌ
 2014年にϢネスコ͸ESDの10年Ҏ߱の࣮࣭的な展開とし
ͯ、GMPCBM "DUJPO PSPHSBm（G"P）を発表したɻ༏ઌߦ
ಈとしͯ、①政策的支援（ESDに対する政策的支援）、ᶄ
機関แׅ的アプローチ（ESD΁のแׅ的औ組）、ᶅ教育者
（ESDを࣮ફする教育者の育成）、ᶆϢース（ESD΁のए者
のࢀՃの支援）、ᶇ地域コϛュχティ（ESD΁の地域コϛ
ュχティのࢀՃのଅ進）がࣔ͞Ε͍ͯるɻ
ɹͦしͯG"Pの࣮ફを「国際、地域、準地域、国家、準
国家、国಺の地ํレϕルで࣮ࢪ͞Εること」「શͯの関܎
ステイクホルダー͸、⚕つの༏ઌߦಈ෼野の下、׆ಈを発
展ͤ͞ること」を推঑し、Ճ͑ͯ「DESDのܦݧに基づく
国಺ௐ੔機能の設置」と「֤国のフォーカスポイントを明
ࣔすること」をٻΊ͍ͯる（Ϣネスコ2014）ɻ
ɹ日本で͸、2009年にվగ͞Εた環境教育ଅ進法で、第ೋ
৚「この法཯にお͍ͯの「環境教育」と͸、持続可能なࣾ
会のߏஙを目ࢦしͯ、家ఉ、学校、৬場、地域ͦのଞ͋ら
Ώる場にお͍ͯ、環境とࣾ会、ܦࡁٴͼ文Խとのつながり
ͦのଞ環境のอશにつ͍ͯのཧղをਂΊるたΊにߦΘΕる
環境のอશに関する教育ٴͼ学शを͍う」と環境教育につ
͍ͯఆ義したɻ
ɹこの法ྩでલஈの「持続可能なࣾ会のߏஙを目ࢦしͯ」
から「͋らΏる場にお͍ͯ、環境とࣾ会、ܦࡁٴͼ文Խと
のつながり」を対৅とし͍ͯることから΋、環境教育ଅ進
法͸ESDの推進を環境อશの໘から推঑する΋のとݴ͑
ようɻ阿部（2014）͸この環境教育ଅ進法を͸͡Ί2006年
の教育基本法のվਖ਼と2012年のফඅ者教育の推進にফඅ者
教育推進法΋、ࣾ会でのESD推進を後ԡしする法཯の੔備
とࢦఠしたɻ
ɹ地域コϛュχティ͸、こΕまで΋ESD展開のॏཁな主ମ
とडけࢭΊらΕ͖ͯたが、G"Pにお͍ͯ「طଘのネット
ワークの多༷Խٴͼ֦大」「地ํ機関΍地ํ自治ମ͸、持
続可能な開発の学शの機会を設ける໾ׂを設けること」が
ࣔ͞Εͯおり、地域での展開、特に自治ମの໾ׂ͸大͖͍ɻ
ɹੈք的な展開のྲྀΕと、国಺での法的なࠜ拠から΋、今
後֤地域で持続可能なࣾ会づくりを࣮ݱするたΊの人づく
り、すなΘちESDがੵۃ的にऔり組まΕる下地がで͖͍ͯ
るɻ国による੍度の੔備΍༧ࢉ֬อ΋ඞਢな΋ので͋るが、
地ํ自治ମにお͍ͯ、地域͝との地域՝題に޲͖合͍、ͦ
のղܾに޲けたऔり組みが同࣌に人づくりに݁ͼつく展開
が๬まΕるɻ
̏ɽେ౎ࢢݍͷ໰୊ͱͯ͠
ɹESDの地域展開で、今後஫目した͍のが東京を͸͡Ίと
する大都市ݍで͋るɻ
ɹϢネスコスクールの登録校を見ͯ΋、2017年度1034校
の登録が͋る中、東京都特別区಺、大ࡕ市಺、京都市಺、
名古԰市಺、෱Ԭ市಺での登録͸90校にとͲまり、શମの
87ˋにա͗な͍（文部科学省2017）ɻこΕまでの༏ྑ事ྫ
とऔり上͛らΕる΋の͸、地ํ都市΍߫外での事ྫが多͍
DESD（国࿈持続可能な։ൃのたΊのڭҭの0年）がऴΘΓ、本֨的に֤地ҬでのESDのల։が࣮ફஈ֊にೖることとなͬ
た。社会的にもSD(T（持続可能な։ൃ໨ඪ）のೝࣝが޿まͬてきたものの、࣮࣭的なऔΓ૊Έ΍ਓͮ͘Γはこれからが
本൪となる。国がਐΊるESD׆ಈࢧԉηϯλʔのܭըでも、֤地Ҭのਪਐڌ఺にظ଴がدͤられて͓Γ、その୲いखが
ٻΊられている。日本では0年୅から都ࢢܕ環境ڭҭࢪઃのઃஔが֤地でਐΜで͓Γ、これをESDのڌ఺として׆用
してい͘たΊのࢹ఺と՝୊を考える。
৿ɹߴҰ
େ౎ࢢݍの&4%ల։ʹ͓ Δ͚౎ࢢܕ環境ڭҭࢪઃのՄೳੑ
࿦จ
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܏޲が͋るɻ
ɹ大都市ݍ͸、人ޱ集中とエネルギーを͸͡Ί৯ྉ΍ࢿࡐ
の大ྔফඅ地で͋り、サステイナブルのࢹ点から見ͯ΋ۃ
Ίͯॏཁな地域で͋るɻ都市ͦの΋のが自立した持続性を
อͯͣ、地域より΋͞らに大͖͍ࣾ会スέールのシステム
によͬͯҡ持͞Εるɻڊ大な人ޱ、ෳ雑な関܎性、ݸ人の
࡞༻で͸ಈかしようのな͍ࣾ会ߏ଄から、औり組Ή΂͖問
題が明֬にとら͑にくくな͍ͬͯるとݴ͑ようɻ
ɹ人ޱの多͞͸、ͦの場に฻らす人にとͲまらͣ、学業΍
ब࿑で外部から௨ͬͯくる者、ཱྀ ߦ者、Ҡಈ中の者΋ؚΊ、
多༷なྲྀೖ者、ྲྀಈ者がଘࡏし、ډॅ地とब࿑地がҟなる
ことからඞͣし΋生׆ݍをڞにするॅ民によͬͯ「地域」
が成立し͍ͯな͍ɻ
ɹ「地域」がとら͑にく͍ことと、ステイクホルダーが多
くなると同࣌に、地域΁のແ関৺な૚が大ྔにଘࡏするの
が、大都市ݍの特性で͋るɻ今後、日本で持続可能なࣾ会
形成を進Ίる上で΋、人ޱの集中する大都市ݍでのESD推
進͸ॏཁな՝題となるͩΖうɻ
̐ɽ౎ࢢܕ؀ڥڭҭࢪઃͷଘࡏ
ɹ大都市でのESDの推進に当たり஫目した͍のが、֤地で
環境教育を目的に設立͞Ε͖ͯたࢪ設܈で͋るɻ৿（2017）
͸、1990年代から都市で環境教育΍環境อશを目的に設置
͞Εたࢪ設を総শしͯ「都市ܕ環境教育ࢪ設」と੔ཧし、
ͦの目的から①⚓3中৺ܕ、ᶄ都市自然ܕ、ᶅオールラウ
ンドܕの⚓タイプに෼ྨしたɻ
ɹ⚓3中৺ܕࢪ設͸地域のリサイクル׆ಈの拠点としͯ設
ఆ͞Ε、ͦの後⚓3のීٴ΍ࢪ設に拠ͬͯ͸環境問題શ般
に׆ಈを広͛る܏޲が見らΕたɻ
ɹ都市自然ܕ͸、都市に࢒るྛ地΍ਫ辺、ఛ୐なͲの੻地
の環境をอશし、主に͸Ϙランティアによる環境؅ཧをߦ
͖ͬͯたɻ
ɹオールラウンドܕにつ͍ͯ͸、⚓3΍環境อશ׆ಈ΋ؚ
み、地球ԹஆԽ΍生෺多༷性を͸͡Ίとする෯広͍環境問
題をѻ͍、地域の環境教育の拠点としͯ機能し͖ͯたࢪ設
܈で͋るɻ
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1 ┠㯮䜶䝁䝥䝷䝄 1993年4᭶ 㻞㻜㻜㻡年㻞᭶リニューアル ┠㯮༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
2 ᐩኈぢᶫ䜶䝁ーᗈሙ㤋 1994年1᭶ ໭༊ 3㻾୰ᚰ型
3 自然ふれあい᝟ሗ㤋 1994年4᭶ ໭༊ 都市自然型
4  ༊䜶䝁䝥䝷䝄 1995年4᭶ 㻞㻜㻜㻤年㻢᭶リニューアル  ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
5 ᯈᶫ䜶䝁䝫リス䝉䞁ター 1995年4᭶ 㻞㻜㻝㻞年㻠᭶リニューアル ᯈᶫ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
㻢 ໭䝜ྎ䜶䝁ーᗈሙ㤋 㻝㻥㻥㻢年3᭶ ໭༊ 3㻾୰ᚰ型
7 ⁪㔝ᕝす䜶䝁ーᗈሙ㤋 㻝㻥㻥㻢年㻢᭶ ໭༊ 3㻾୰ᚰ型
8 㥖ሙ㔝බᅬ自然ほᐹ⯋ 㻝㻥㻥㻢年7᭶ ┠㯮༊ 都市自然型
9 㛵⏫リサイクル䝉䞁ター 1997年3᭶ ⦎㤿༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
10 都市㎰ᴗබᅬ㻔自然環境㤋䠅 1997年 ㊊❧༊ 都市自然型
11 ᖹ⏫䜶䝁䝥䝷䝄 1998年8᭶ 㻞㻜㻜㻡年㻞᭶リニューアル ┠㯮༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
12 リサイクル䜂䜝䜀㧗஭ᡞ 1999年11᭶ ᮡ୪༊ 3㻾୰ᚰ型
13 Ⲩᕝ䝡䝆ター䝉䞁ター 2000年 ㊊❧༊ 都市自然型
14 すみ䛰環境ふれあい㤋 2001年5᭶ ቚ⏣༊ オール䝷䜴䞁䝗型
15 リサイクル༓ṓྎ 2001年 ୡ⏣㇂༊ 3㻾୰ᚰ型
1㻢 ୰┠㯮බᅬⰼ䛸み䛹䜚のᏛ⩦㤋 2002年3᭶ ┠㯮༊ 都市自然型
17 ᫓᪥⏫リサイクル䝉䞁ター 2002年10᭶ ⦎㤿༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
18 ᱜୣすみれ䜀自然ᗞᅬ 2003年2᭶ ୡ⏣㇂༊ 都市自然型
19 䛘䛹䛜䜟䜶䝁䝉䞁ター 2003年4᭶ Ụᡞᕝ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
20 あ䛰䛱෌生㤋 2003年 ㊊❧༊ 3㻾୰ᚰ型
21 す䛞なみ環境᝟ሗ㤋 2004年4᭶ ᮡ୪༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
22 䜶䝁䜼䝱䝷リー᪂ᐟ 2004年㻢᭶ ᪂ᐟ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
23 ᱓⿄䝡オトー䝥බᅬ 2005年5᭶ ㊊❧༊ 都市自然型
24 環境᝟ሗάື䝉䞁ター 2005年10᭶ ရᕝ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
25 䛫䛯䛜䜔ト䝷スト䜎䛱䛵䛟䜚䝡䝆ター䝉䞁ター 㻞㻜㻜㻢年4᭶ ୍㈈䠅䛫䛯䛜䜔ト䝷スト䜎䛱䛵䛟䜚 都市自然型
2㻢 䜶䝁䝥䝷䝄⏝㈡ 㻞㻜㻜㻢年5᭶ ୡ⏣㇂༊ 3㻾୰ᚰ型
27 ྎᮾ༊❧環境ふれあい㤋 㻞㻜㻜㻢年11᭶ ྎᮾ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
28 䛘䛣䛳䛟䜛Ụᮾ 2007年2᭶ Ụᮾ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
29 ㉥⩚䜶䝁ーᗈሙ㤋 2008年3᭶ ໭༊ 3㻾୰ᚰ型
30 あ䜙䛛䜟䜶䝁䝉䞁ター 2009年2᭶ Ⲩᕝ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
31 ㇏⋢リサイクル䝉䞁ター 2009年4᭶ ⦎㤿༊ 3㻾୰ᚰ型䠄オール䝷䜴䞁䝗へ発ᒎ䠅
32 䛛䛴䛧䛛䜶䝁䝷イ䝣䝥䝷䝄 2011年7᭶ ⴱ㣭༊ 3㻾୰ᚰ型
33 ୰ኸ༊❧環境᝟ሗ䝉䞁ター 2013年㻢᭶ ୰ኸ༊ オール䝷䜴䞁䝗型
䛆ཧ⪃施設䛇䚷䚷䈜≉ู༊እで඲ᅜⓗ䛻ඛ⾜஦౛䛸䛧䛶ྲྀ䜚ୖ䛢䛯い施設
34 環境䜶䝛ル䜼ー㤋 1998年11᭶ 2014年3᭶㛢㤋 ᮾி䜺ス オール䝷䜴䞁䝗型
35 ストッ䝥䛚䜣䛰䜣㤋 2004年7᭶ 2010年3᭶㛢㤋 環境┬ 地球温暖化
3㻢 ໭஑ᕞ環境ミュー䝆ア䝮 2002年4᭶ ໭஑ᕞ市 オール䝷䜴䞁䝗型
37 ி䜶䝁䝻䝆ー䝉䞁ター 2002年4᭶ ி都市 オール䝷䜴䞁䝗型
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ɹこΕらのࢪ設͸、東京都特別区಺ͩけで33݅Ҏ上を਺͑
るɻͦの΄とΜͲが自治ମによる設立΋しく͸関連する外
ֲ団ମによる΋ので、自治ମの༧ࢉによͬͯ運営するແྉ
のࢪ設とな͍ͬͯるɻ
ɹ۩ମ的な׆ಈの一部ͩが、൘ڮ区立エコポリスセンター
΍す͗なみ環境৘報館、͑こͬくるߐ東、୆東区立環境;
Ε͍͋館、エコギャラリー新॓を͸͡Ί多くのࢪ設で学校
΁のग़ு授業にੵۃ的にऔり組Μで͍るɻエコギャラリー
新॓で͸、みͲりのカーテンの地域展開で地域΁ग़޲͍ͯ
の׆ಈ΍、地域の事業者΍ݸ人、NPOなͲと学校のઌ生
をϚッチングͤ͞る「まちのઌ生見本市」と͍うイϕント
を長くܧ続し͖ͯたɻ
ɹこΕらのऔり組み͸、自治ମのࢪ策で͋りながら地域の
׆ಈ者、࣮ફ者と協ಇ΋しく͸連携し͍ͯる点で、ESD推
進のポテンシャルをڧく持͍ͬͯるɻ学校と地域をつな͗、
地域の多༷なステイクホルダーのר͖ࠐΜͩ展開͸G"P
の಺༰に΋合கするɻ
ɹࢪ設で࣮ࢪ͞Ε͍ͯる教育的なプログラム、多༷な૚の
औりࠐみをҙਤしたイϕント΍講座の展開、学校΁のアウ
トリーチなͲ、ෳ਺のࢪ設で࣭的に΋高͍レϕルの環境教
育が進ΊらΕるようにな͖ͬͯたɻ
ɹ設立࣌ظ΍ࢪ設の目的を見ると、リオデジャネイロでの
国連環境開発会議の後、日本で環境基本法の੍ఆ͞Εた
1993年Ҏ߱に設立͞Ε、2000年代に΋Ҿ͖続͖設置が進Μ
で͍る（表⚑）ɻ
ɹॳظに設立͞Εたࢪ設に͸、当࣌大͖なࣾ会問題で͋ͬ
たഇغ෺ॲཧに関しͯ、地域の市民グループが࢝Ίたリサ
イクル׆ಈがͦのまま拠点としͯ੔備͞Εる΋のが͋るɻ
リサイクル׆ಈをܧ続し͍ͯく中で、教育ීٴの׆ಈを担
͍ͬͯͬた北区΍杉ฒ区の事ྫが͋るɻまた都市自然ܕの
ࢪ設で͸、都市྘地をอશしビオトープ࡞り΍೶ମݧなͲ
自然に৮Εる機会を創ग़する北区΍଍立区、目ࠇ区のࢪ設
が͋るɻ
ɹ൘ڮ区で͸環境ڞ生都市をܝ͛、ͦの࣮ݱに޲けた拠点
としͯ1995年に൘ڮ区立エコポリスセンターを設立ɻࢪ設
でのಠ自の展ࣔ΍地域団ମとの׆ಈ展開、学校΁のग़ு授
業を࣮ࢪし͍ͯͬたɻこの授業支援に൐͍、センターで͸
਺多くの環境教育プログラムを開発し、ݱࡏ΋ܧঝし͍ͯ
るɻ
ɹ2000年Ҏ߱͸、地球ԹஆԽ問題΍生෺多༷性のอશなͲ、
地球ن໛での環境問題に٭ޫを͋ͼるようになり、オール
ラウンドタイプの拠点ࢪ設が増͍͑ͯͬたɻࣾ会的に΋環
境をҙࣝしたライフスタイルのرٻ΍、「持続可能なࣾ会」
と͍うݴ༿΋一般に࢖ΘΕ͍ͯͬた࣌ظで͋り、1990年代
に⚓3中৺ܕで運営͞Ε͖ͯたࢪ設΋、ࢪ設のリχューア
ルに合Θͤ、オールラウンドܕ΁テーϚを広͛るస׵΋見
らΕるɻ
ɹྺ࢙的に͸まͩ20年程度のྺ࢙で͋るが、ͦの࣌代のࣾ
会的ཁ੥にैͬͯࢪ設が設立͞Ε͍ͯͬたことが読みऔΕ
るɻࣾ会的に⚓3のਁಁがඞཁな࣌ظに͸⚓3中৺ܕࢪ設
の立ち上͛が、自然との;Ε͍͋がٻΊらΕる࣌ظに͸都
市自然ܕが、地球ԹஆԽ対策がٻΊらΕ࢝Ίた࣌ظに͸Թ
ஆԽ対策をؚΉオールラウンドܕのࢪ設が設立͞Ε͍ͯく
（ਤ⚑）ɻ
ɹ地域でのॅ民׆ಈが、ͦΕͧΕの地域でࢪ設設立を後ԡ
しし͍ͯること΋見ಀͤな͍が、自治ମのࢪ策に連ಈする
形でࢪ設が設置͞Ε、運営がな͞Εるɻͦうした࣌代のཁ
੥からとら͑Ε͹、࣍のトレンドとしͯSDGsに対Ԡした
ESDの展開がظ଴͞Εると見る΂͖で͋Ζうɻ
̑ɽ౎ࢢܕ؀ڥڭҭࢪઃʹΑΔ&4%ల։ͷ
Մೳੑͱ՝୊
ɹしかしながらݱঢ়の自治ମの࿮組みで͸、こΕら都市ܕ
環境教育ࢪ設͸地域でのESDの推進拠点としͯҐ置づけ
らΕͯおらͣ、ར༻者ଆに΋ͦのೝࣝ͸ബ͍ɻࢪ設୯ಠで
の運営が基本となͬͯおり、地域の多༷なステイクホルダ
ーのコーディネーシϣン、ଞ෼野の׆ಈ΍ࢪ設との連携・
協ಇ͸ࢪ設の運営に੝りࠐまΕ͍ͯな͍のが࣮৘で͋るɻ
ɹ৿（2017）͸、こΕらのݱঢ়の都市ܕ環境教育ࢪ設の՝
題としͯ、①当֘ߦ政区外΁の展開の೉し͞、ᶄࢦఆ؅ཧ
者੍度による運営主ମのෆ҆ఆ͞、ᶅॅ民主ಋのར༻にな
りづらく、ࢪ設΋しく͸ߦ政主ಋとなる設ఆの⚓点をࢦఠ
したɻՃ͑ͯ地域の人ޱにൺֱしͯࢪ設ར༻者がগな͍こ
と΋ࢦఠで͖、地域のࡏॅ者を͸͡Ίब࿑者΍௨学者、関
܎者に対しͯࢪ設のೝ஌が高ま͍ͬͯな͍こと΋、ࢪ設の
՝題としͯ上͛らΕるɻ
ɹ一ํで、લઅにड़΂た࣌代的なཁ੥΋͋り、SDGsの地
域展開の拠点としͯの可能性΋見͍ͩͤるɻݱঢ়の都市ܕ
館教育ࢪ設が、ESD拠点としͯ持続可能な地域づくりのऔ
り組み΍人づくりをリードし͍ͯくポテンシャル͸ۃΊͯ
高͍ɻͦのཧ由としͯ、
①ɹ自治ମの༧ࢉにより運営͞Ε、地域՝題に対しͯऔり
組Ήಈ͖が見らΕること
ᶄɹߦ政区の࿮組みで͸͋るが、地域にີணしͯࢪ設運営
がな͞Ε͍ͯること
ᶅɹ地域のNPO΍市民が、ࢪ設運営に関Θ͍ͬͯるέー
スがෳ਺͋ること
ᶆɹར༻者のମݧ的な学शをॏࢹし、学校教育΁の支援を
ܧ続的にߦうέースが͋ること
ᶇɹ環境問題にとͲまらͣ、地域のつな͗໾としͯの機能、
ࢪ設から地域΁ग़ͯの׆ಈが見らΕること
を上͛ͯお͖た͍ɻ
ɹطଘの都市ܕ環境教育ࢪ設のESDの推進拠点΁のస׵
に͸、ࢪ設自ମが集客ܕの展ࣔ学शࢪ設と͍うҐ置づけか
ら୤٫し、地域のコーディネート໾となることが๬まΕるɻ
ɹESDの地域展開にお͍ͯ、コーディネーターのଘࡏがॏ
ࢹ͞Ε͍ͯる௨り、ࢪ設自ମがESDに関Θる多༷な׆ಈ΍
人、ଞのࢪ設΍地域の͋らΏるステイクホルダーをつなぐ
コーディネーター໾となること͸で͖な͍ͩΖうかɻࢪ設
΁の集客に力点を置くので͸なく、すでに一部ࢪ設でऔり
組Μで͍る学校΁のアウトリーチ΍ࢪ設をग़ͯの地域展開
にシフトし͍ͯく΋ので͋るɻ
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ɹ
都市部で͸環境教育ࢪ設にݶらͣ、ത෺館΍科学館、ಈ෺
園、ਫ଒館、২෺園、͋る͍͸ඒ術館΍文学館、公民館΍
ࣇಐ館なͲ、多༷なࢪ設がͦΕͧΕの専໳コンテンツを持
ͬͯ教育・ීٴ׆ಈにऔり組Μで͍るɻまた地球ԹஆԽ対
策、開発教育をؚΉҟ文Խަྲྀ、人ݖ΍ジェンダーなͲの
テーϚで΋地域での׆ಈが͋るɻ
ɹڱ義の「環境問題」にݶఆͤͣに、地域՝題に޲͖合͍、
ͦのऔり組みと人づくりを༷ʑなパーιンをऔりࠐみなが
ら進Ί͍ͯくことが、ESD推進拠点としͯのଘࡏҙ義を高
Ί͍ͯくͩΖうɻ
ɹݱঢ়で͸、ߦ政಺で؅׋΋༧ࢉ΋別で͋り、ࢪ設の持つ
ϛッシϣン΋ͦΕͧΕಠ自に͋ることから、こΕまでࢪ設
同࢜が෼野をӽ͑ͯ協ಇすること͸೉しかͬたɻ࣮ݱにΉ
けͯ͸まͩ՝題͸山ੵし͍ͯるが、国の進ΊるESD׆ಈ支
援センターと地域センター、֤地の拠点ࢪ設・団ମと͍う
ߏ଄から΋、自治ମଆのཧղ͸ಘ΍す͍ͩΖうɻ今後ࣾ会
のগ子・高ྸԽが一ஈと進Ήことを౿ま͑ͯ΋、⚑つのࢪ
策でෳ਺の՝題をแׅ的にऔり組Μで͍くことがٻΊらΕるɻ
ɹコーディネーシϣンによる場づくりと、ͦこでの学ͼと
׆ಈを支援するのが、今後の都市ܕ館教育ࢪ設が担う໾ׂ
となるɻSDGsがࣾ会的に΋ਁಁし、ݴ༿としͯ΋広く࢖
ΘΕ͍ͯるݱࡏ、SDGsの目ࢦす人づくりを担う΋のとし
ͯଧちग़すに͸、ઈ޷のタイϛングと͍͑るɻطଘࢪ設の
׆༻と、ࣾ会にお͍ͯの࣮࣭的なESDの推進、ͦしͯ地域
にお͍ͯ国શମにお͍ͯのサステイナビリティの࣮ݱ΁つ
な͛る展開をظ଴した͍ɻ
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